造影ダイナミックCTとフッ素18フルオロミソニダゾール陽電子放出断層撮像法を用いた、腫瘍間質の評価および腫瘍低酸素との関連性の評価 by Koyasu, Sho
Title
Evaluation of Tumor-associated Stroma and Its Relationship
with Tumor Hypoxia Using Dynamic Contrast-enhanced CT







Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（医学） 氏 名 子安 翔 
論文題目 
Evaluation of Tumor-associated Stroma and Its Relationship with Tumor Hypoxia Using 














るため、造影剤貯留量の時間変化を double compartment model を用いて解析
することで腫瘍間質量を定量化できると仮説を立てた。 
仮説に基づき本研究ではまず腫瘍間質の定量画像化を造影ダイナミック CT
の一つである潅流 CT を用いて試み、ついで同手法を用いて腫瘍低酸素との in 
vivo での空間的位置関係を検討した。3 種類の腫瘍細胞株、BxPC-3、CFPAC-1、
および U251（各々順に腫瘍間質が豊富、中程度に存在、およびほぼ存在しな
いモデル）の皮下移植腫瘍に対して、潅流 CT とその 24 時間後以内に











性細胞の免疫染色結果と対比したところ、強い正の相関が得られた（R = 0.83, P 
< 0.0001）。低酸素イメージングである FMISO の集積性は、Fis および既知の
血流速のイメージングパラメータである Fv のいずれとも負の相関がみられた


















量的指標 Fisとを対比したところ、強い正の相関が得られた。また PET におけ
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